
昨年７月より編集委員を拝受

し，約１年半になりました．この

間，小特集などの企画に関わらせていただきましたが，何

をするにも能力不足で，委員長はじめ各関係者には多大な

るご迷惑をおかけいたしました．特に事務局の方々には，

本当に優秀な人が多く，様々な交渉や書類の確認など，い

ろいろな面で助けていただきました．ありがとうございま

した．

それにしても，なでしこジャパンや理化学研究所の高橋

政代さんなど，最近の日本女性の活躍はめざましいです

ね．もっとも，"Heaven is an American salary, a Chinese

Cook, a British Home, and a JapaneseWife."という格言があ

るように，昔から日本女性の優秀さは認識されていたのか

もしれません（少し意味は違うかもしれませんが……）．

そういえば，「反応性プラズマ」の生みの親であり，高専

の校長も務められた京都大学名誉教授の板谷良平先生が，

ある会議の懇親会で「プラズマは犬か猫か」という話をさ

れたことがあります．プラズマの制御の難しさをたとえら

れて，「猫だ，女性だ」と結論づけられたと記憶していま

す．当時学生だった私には，意味を理解できませんでした

が，男性的な論理で捕まえようとしても，相手は，思いも

寄らない方法で逃げ出す，という意味でしょうか．板谷先

生は同時に「そういう意味でも，これからは女性研究者の

育成が必要」ということも話しておられたように記憶して

います．

『元始，女性は太陽であった』とは，日本の思想家「平塚

らいてう」の言葉です．地球上に太陽を創るのが，プラズ

マ・核融合研究の目標であれば，"Japanese"女性研究者が

もっと活躍できる環境作りが必須かもしれません．

さて，この原稿を書き上げたら，今日も私は妻と娘が待

つ家へ帰らなければなりません．二人ともJapaneseのはず

ですが，ここでも私の能力不足で“制御”は難しく，とて

も"Heaven"とはいいがたい環境です．ツバメのように逃げ

出すのではなく，これからも本学会誌を熟読してプラズマ

も女性も理解し，皆様の役に立てるように頑張ろうと思い

ます． （川崎仁晴）
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